
ト

第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染

状
態
に
あ
る
土
地
に
あ
っ
て
は
、
当
該
土

地
を
第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
す
る
汚
染

状
態
に
あ
る
土
地
と
す
る
方
法
及
び
当
該

方
法
に
よ
り
第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
結
果

チ

ト
の
方
法
に
よ
り
、
第
二
溶
出
量
基
準

に
適
合
す
る
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
と
し

た
こ
と
を
確
認
す
る
方
法

リ

構
造
物
に
よ
り
囲
ま
れ
た
範
囲
の
土
地

を
覆
う
覆
い
の
種
類
、
範
囲
及
び
厚
さ

ヌ

覆
い
の
損
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

ル

表
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め

ら
れ
る
用
途
に
用
い
ら
れ
て
い
る
土
地
に

あ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
リ
の
覆
い
の
表

面
を
覆
う
覆
い
の
種
類
、
範
囲
及
び
厚
さ

ヲ

地
下
水
が
目
標
地
下
水
濃
度
を
超
え
な

い
汚
染
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
地

下
水
の
水
質
の
測
定
を
行
う
た
め
の
観
測

井
を
設
置
す
る
地
点
及
び
当
該
地
点
に
当

該
観
測
井
を
設
置
す
る
理
由

ワ

ヲ
の
観
測
井
を
設
置
す
る
方
法

カ

ヲ
の
地
下
水
の
水
質
の
測
定
の
対
象
と

な
る
特
定
有
害
物
質
の
種
類
並
び
に
当
該

測
定
の
期
間
及
び
頻
度

ヨ

構
造
物
に
よ
り
囲
ま
れ
た
範
囲
に
雨

水
、
地
下
水
そ
の
他
の
水
の
浸
入
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
観
測
井
を
設
置

す
る
地
点

タ

ヨ
の
観
測
井
を
設
置
す
る
方
法

レ

ヨ
の
確
認
を
行
う
期
間
及
び
頻
度

三

遮
水
工
封
じ
込
め

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深

さ
そ
の
他
の
土
壌
汚
染
の
状
況
並
び
に
そ

の
他
の
汚
染
除
去
等
計
画
の
作
成
の
た
め

に
必
要
な
情
報

ロ

評
価
地
点
及
び
当
該
評
価
地
点
に
設
定

し
た
理
由

ハ

目
標
土
壌
溶
出
量
及
び
目
標
地
下
水
濃

度
並
び
に
当
該
目
標
土
壌
溶
出
量
及
び
当

該
目
標
地
下
水
濃
度
に
設
定
し
た
理
由

イ

こ
の
項
の
中
欄
ニ
に
掲

げ
る
事
項
の
変
更
の
う

ち
、
目
標
土
壌
溶
出
量
を

超
え
る
汚
染
状
態
に
あ
る

土
壌
の
外
側
に
あ
り
、
か

つ
、
準
不
透
水
層
（
厚
さ

が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ

り
、
か
つ
、
透
水
係
数
が

毎
秒
一
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報


		2019-01-25T14:51:31+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




